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 要  旨 
 
 自動車やその構成部品を製造する企業にとって、市場における製品の寿命特性
を把握することは極めて重要である。製品の使用段階における品質・信頼性を確
かめ、また、その結果を製品開発や製造へのフィードバックとして活かすためで
ある。そこで、製品の保証期間中の故障データを解析することが有用となる。製
品の保証期間内に故障が発生した際にユーザーが行う修理依頼により、企業の側
はその故障情報を容易に得られ、蓄積できるためである。 
しかし、収集されるのは故障情報のみであり、未故障の製品がどれほど使用さ
れているかはわからない。一般に多く使われた製品ほど故障が生じやすいと考え
られ、単に得られた故障データのみに基づいた製品の寿命特性の推定では誤った
評価となる。従来、保証期間中のデータ以外に、企業がユーザーに対して行う追
跡調査の情報等、何らかの追加情報を用いた寿命推定の方法が提案されてきた。
対して、Alam and Suzuki[1]では、偶発故障モードという特別なタイプの故障で
ある場合、その故障データのみに基づく製品の寿命推定を行い得ることを示して
いる。故障の情報のみに基づく寿命推定法は、従来法で必要とする追加情報を用
いないため、重要である。ただし、[1]では故障モードがただ一つの場合のみにと
どまっている。実際の故障データには複数の故障モードが存在することが多く、
本研究では故障モードが２つ以上ある場合の、故障データのみに基づく寿命特性
推定法の研究・提案を行う。 
 本研究では故障データとして、偶発故障モードと、一般によく見られる故障モ
ードである摩耗故障モードが存在する場合を考えた。そして、各故障モードの寿
命分布および製品の使用走行距離分布の各パラメータを、[1]の推定法を応用し、
故障データのみに基づいて推定する方法を考えた。また、推定法により得られる
推定結果について、シミュレーションを行って考察した。その結果、故障数が少
ない場合においても、各パラメータは概ね良く推定され得ることがわかった。 
 現在、多くの製品やシステムには電子部品が組み込まれており、それらの保証
期間中のデータを解析する上で、本研究の寿命推定法は広く応用可能であると考
えられる。また、本推定法は複数の故障モードがある場合にも容易に拡張可能で
あり、一般の保証期間中のデータに存在する種々の故障モードごとに各寿命特性
を推定し得る方法と考えられる。 
 
[1] Alam,M.M., and K.Suzuki(2007)：“Reliability Analysis of Automobile 
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